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論文審査の要旨（400字以内） 

 

形質細胞浸潤型拒絶反応（PCAR;Plasma cell-rich acute rejection）は、移植

臓器への成熟形質細胞の浸潤を特徴とするまれな臓器拒絶反応であるが、そ

の報告は限られており、病態や臨床像は不明な点が多かった。本論文では当院

における腎移植患者に発症した PCAR の観察研究を行い、その発症が献腎移

植や術中総阻血時間と関連があること、既存の報告と違い多様な病理パター

ンを示すこと、一部に抗体関連型拒絶反応と関連性があることを報告した。こ

れらの結果は、PCAR というまれな現象を通して移植免疫の理解を深め、拒

絶反応に対する適切な治療選択を行う一助となり、移植医療領域において有

用な論文であると考える。 
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